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カリキュラム・マネージャー 

新たな「交流及び共同学習」を計画 

 年度内に中高養で、更農の生徒が参加する「交流及び共同学習」が実施されます。 

参加生徒を決定する過程では、中高養から示された「受け入れ可能な教科や学習活動」

をもとにした希望調査が行われ、美術科、音楽科において各４～５名が参加することにな

りました。 

○２学年美術科（選択教科） 

１ ねらい（授業目標は省略） 

 創作を通して、協働して学習することの喜びを知る。 

 互いに考えを聴きあったり伝え合ったりして、自然な会話を楽しむことができる。 

２ 日時 令和７年３月１０日（月） 中高養５，６時間目 

３ 授業 主題名 雪に光の色をつけよう 

○１学年音楽科（必修教科） 

１ ねらい（授業目標は省略） 

 合唱や合奏の楽しさを味わいながら、協働して学習することの喜びを知る。 

 互いに考えを聴きあったり伝え合ったりして、自然な会話を楽しむことができる。 

２ 日時 令和７年３月１３日（木）中高養５，６時間目 

３ 授業 歌唱「with you smile」 

     器楽「リメンバー・ミー」のエンディングソング（カホンによる演奏） 

大事なプリントは「推し」のファイルへ…整理・整頓 

２月２５日（月）、第 5回「共に学ぶ会」が実施されました。 

今回のテーマは「整理整頓ができず日常生活に影響がでている生徒の理解と対応」で、そ

れぞれの学校の生徒を事例として取り上げ、次のような観点から該当する生徒の現状を共有

しました。 

1. どんな場面で散らかりやすいか？ 

2. 困っているのは誰？ 

3. 何がどんなふうに散らかっている？ 

4. 何に影響しているか？ 

5. 考えられる要因は？ 

6. 整理整頓の理想の形は？ 

7. いつ、誰が、どのように指示している？ 

 ファイルが膨れ上がるほどプリントを挟み込む生徒の指導に、Snow Man の写真を貼っ

たファイルをつくり大事なプリントを区別させるアイデアや、中高養が週末に持ち帰らせる

ことにしている「帰省袋」の活用などについて意見が交わされました。 

更農の話合いの様子 

｢インクルーシブな学校運営モデル事業｣ カリ･マネ便り⑮ 
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「オンライン共同学習」授業アンケート結果（授業概要は「カリ・マネ便り⑭」に掲載） 

【上の表の「合計」の算出方法と意味】 

1. 授業後、生徒は右の１５項目から「授業を受けた後の気

持ちに似ている」と思うものを５つ選びます。 

2. 選んだ 5 項目の「配点」を合計します。 

3. 「合計」の最大値は 100、最小値は－100 になります。 

これを開発した道教育大学附属釧路中学校（現、義務教育

学校）は、得られた結果（合計）は「教科にかかわらず、授

業によって学習者が学習一般または、その学習領域に対して

内発的・即時的に動因づけられる程度を示している。」としています。 

出典：文部科学省委託事業「子どもの評価を媒介にした研修転移アセスメントシートの開発への挑戦」R6.３北海道教育大学（文部科学省 WEB ページ）
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生徒が選択した項目の分布

12日通常授業 25日オンライン授業

（対象学級 更農１年Ａ組）

各生徒の「合計」の平均値⇒ （52.6）       （64.4） 

（生徒に「配点」があることは伝えません。） 


